
平城宮跡とその胤辺の発掘調査
平城宮跡発掘調査部

平j成宮跡発抑制査部は1972年度lζ.自'内のj(t:iEJ:fS1 次内装 ・大極殿区域の南|浪にあたる部

分で，互いには:して第75・77次の発姉調査をお ζなった。乙のほか，住宅の新 ・改築による

特別史跡倍定地の現状変更にともなう司王iiiJの発抑制査を 7ケ所で笑胞した。

また，平城宮跡周辺郡でも住宅等の新築が乞tlf!/し，その事部j調査としてd奈良市法務z子"'Jで

8ケ所，同四大寺IlIJで 1ケiiJr.同rll山町で 1ケ所，同杏IlIJで lケ所の発抑調代をおこなっ

た。さらに茶RiIiと京都府;j{1楽Il1I木i=1J:1lりにまたがった平城ニュータウン予定地内12ケl訴で，

奈良県 ・京都府間教育委員会の依頼により予備調査を実施した。

以上の前査位同とjTJffH.而献については立51表の通りである。

推定第1次内裏・大根殿区織の調査

ζのH近では.19661，ド以来すでに4次 (27・la・69・72次)にわたって先制制査をおとな っ

てきた。 1972年度 lζ実胞した第75 ・ 77次剥六は ，推定第 l 次内 !u南!伎にあたる部分で ，北{ζ J:f~

75次，南lζ第77次調査区を設けた。付近の地形は，黄色粘土や煤色粘土からなる地山が発掘区

の北方から南方{ζlilJって綬かに傾斜し，約160m離れたその」ヒと南での高低差は1.6mある。

調:i'i'次数 品1 干E I世 民 .l1.~ 1't )lJ1 li¥J iili f占

75 
6i¥BQ-C 

6ABR-G ~ 推定第 1 次内裏 ・ λ;縦殿 1972. 4. 1-1972. 6.20 40.1 a 

77 6ABR-G.JI.J 1973. !.13-1973. 4.23 41.2 

下i 79- 1 6.A 0 B .!I&'f.tJヒん. 1972. 4 0.1 

79- 3 6i¥;¥;-.I 第 2 次内\Ï!外車~utJj 1972. 6 0.3 

79- 4 6r¥LE 日*辺 1972. 7 0.1 

内 79- 7 6ALD 1972. 8 0.2 

79- 9 1972.11. 0.2 

79-11 61¥DB .U~WUj 1972 .10. 21 -1972.10.25 0.1 

79-12 6八 BN ヨ; 2 次 l付!J!外~1UtJj 1973. 1. 1.3 

79- 2 6BFK-(' 1去l(UH見h車内 1972. ~.18 - 1972.10.25 1.2 

79ー 5 6SNY t，-:良市rl'山田r'1'1111.(:繁 1972. 6.20-1972. 8. 5 5.2 

79- 6 6B17K-γ t1， 倍 !j' lI~ttll付 1972. 7 0.2 

':;:' 79- 8 6B17K-L 1972. 8 0.5 

79-10 6BFI<-U t去~~ .'I'現段内 1972.9.11-1972.10. 2 0.8 

79ー13 6BFI(-U 11主催年111;車内 1973. 2 0.4 

79-14 6BFK-N 1973. 2 0.3 

外 79-15 0.4 

80 6sFI¥-s il::依!刊ry，oJo)~、陀f(.J ・院跡 1972 .11. 6-1972.12.12 9.6 

6 :¥ (;八-17・G l荷←i)j大:m 1972.12. 5.9 

/.:J;(八条-i)j(惣伝 ，1;:跡) 1972. 7. 3-1972. 7.25 4.7 

6 S N R Iま均、 半減ニュータウン予定地内遺跡 1072. 7. 3-1973. 3.31 635 

第I表 197211二度発郷調fi状況
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平成宮跡とその周辺の発銅調査

今回の調査や乙れまでの調査を通じて，乙の区域は奈良H寺代{ζ，大きくみて 3lI !jJ~Jの改変

が確認 さ れてい る。 ζ のほか ， 平城宮造営以前lζ属する若干のi立 tb~ も見つか っている 。

以下の記述もそれに も と づき ， 仮 I[ A~CJD]!ζ わけでお ζ なってい き たい。

第75次調査 平城p;造営以前のAbifi時として，古ザt1， I，Yt 1 がある。 I~iJ!'t S X 7800は断11"

V字形の周泌をもっ一辺約11mの方出である。後(ζ墳丘は削平され芯!底部のみを践す。mの

)，'，j ~ぶからは埴輸が出土した。riYt S D7787はSX7800のqJ央を貫通して南北にのびる。幅約1.5

ぷ侃りi，Ytで，造営iζ際して埋立てられている。下ツj且の京IJlIJ椛であろう。
AJ切に属する迫椛として払IiJ'L.fHs物 3，i泣2，柵 2がある。 SB7780は2間 x51日]の抗li'I(

佐南北陳述物で，桁行10尺，~~ I悶 8 尺'_rfl~[J ， S B 7790は2r:-[J x 3問の銅玄位FY:jJじ隙辿物で，

桁行 10尺，梁間 7尺のそら1M]である。 乙の 2悦!のtl:物は24尺を耐てて南北lと悦んでいる。 S

B7765は2問x3 n刊の品，IiJ'[_.f.上京i!.!Jj}jl ~ぜ物である。柱 11-[jは 8 尺であるが， 西安柱列は 3 問 lζ か

んがえられる。 SD7142は l陥約 1m のぷ照りのr:yj~じ椛で，比較的)ß.WJll\Jのうちに埋められて

いる。 SA3805は来四方向の羽lIfで，9fiJl分を検n¥したが京は節27次制:rtt地lとのびる。 111mは

およそ12尺前後。 SA3805の前方14.41llを隔てて SA3818が手ii'する。南北i，YtSD7760はl判

方の南而'1-1火門から進入する道路の京IJ!lJ械である。

B J切には発新j区北半 fliì を土~1柱り ~\1J山し ， 京 1!9.h・ l í'J の ~~ J出 S A3810Aおよびm而11.1火I"JSB 
7750Aをつくっている。 SB7750Aは市北両I[ljlζ凝灰ギ;.J也抱イ7の抜取り痕跡SD7772・7773

をと とめるのみであるが，ζれによって京凶21.0m，南北12.91ll o)t，lN'(がかんがえられる。

雨 ・北市には長さ 13.6m，1陥l.lmの階段痕跡がある。 拠地SA3810A!正後に SA3810 Bに

よって削平されるが，米1'4itl'tS D7775LLI七1(liの雨治椛である。

C JU]Iζは市ilrjlll火門築地を改修し，その1'1'4Jtlζ 2条の相11と1条の仰をつくっている。市1(lj

'11:9'!:P'] S B 7750 B は 'I I 'I ~ÌI線上にある州立ねー札T物で ， 史問は 9N. 2 11'，]， iir:1 jは'1，*n-f]l4尺，shh 
間10尺，端問 8Jミの刷出である。 -tJ抑j診は一辺 1.11llの|明J)L)J)訟で，出{予約40cmの杭民i助、を

とどめる。ただ泌通りについてはjl: liJ巴はなく ， 他行がおか ~lていた I tJ能性 がつよし、。 築地 S

A3810 BがSB 7750B 1(1以Hいて点)j!ζのひる。JiU氏幅約 2m， ，I':jさ50cmをとどめ，JJミ潟色

名li質土をj坂築lζよって抑きしめている。

IH，(Ij'IJ:9'!:P'Jから見と』ζ27.4m :ijlf.~'l t，こ {\'r. ;;" ，' 1ζ

li-¥lrl13尺のIJ必門 SB7770をつくる。築地

の南北fa"j(J!lJ(ζ は幅約 1mの再F&iiWがあ

る。f-ri北r-，YtS D7131は築地の下を|前提で

ぬけ，Ï'知ζのびる。先制 !;iの :N ド:J~，ζ接し

て必 l白ーにのびる柵SA3740ぽ15間分を

検出したが東方では第27i_火調10也{ζのび

る。その南iζ東西緋SD3769が平1(9-る。 f:li 1図 E!i75次訓!査
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奈良国立文化財研究所年報

東西柵SA3809は築地の北方で発痢区を東西lζ横断する柵で柱聞は20尺である。 C期でも時

期的lζ遅れる建物としてSB7765・SB7785がある。 SB7765は2間x2問の掘立柱東西棟

建物であるが，四妻を3聞につくっている。SB7785は2間x3聞の掘立柱東西棟建物で，

疑問8尺，桁行9尺である。

以上，発掘によって明らかになった遺桃のあらましをのべたが，3期のおよその年代は，

A期が造営当初から天平勝宝5年 (753)までの時期，BJ田が天平11券宝末年から宝亀末年(780

年頃)，C J~1が延暦年聞から弘仁年間 (782-824~頃)と考えられる。

第75次調査地の特色として，恒久的な建造物がきわめて少ない ζ とがあげられる。つまり

B 期に造作する南面中央門と築地を除くならば，基本的には広場としての性絡がつよいと言

えよう。

第77次調査 発畑区の南半絡では地山上lζ，アシなどの植物迫休を混える黒色粘土屈が:I:1t

砧し， 湿地の状況を呈する。 乙の回{立には 6 世紀末から 8 世紀初頭にかけての土~~納l片や木

材の削腐を含む。 この地域の南北中取h線の東方 1.5mの{立置に南北椛SD7821があり，第16

・17・75次調査で検出したー辿の下ツ道東側泌(ζ相当する。制立柱の小建物SB7816・7817

もほぼ乙のH寺期lζ存在するのであろう。

平城宮造営lζ際しては，地山上而iζ黄褐色のパラスj毘り土を敷いて接地する。経I也土のj写

さは北半部では 15cm前後 ， 南半f郊の厚い部分で30cmを計る。~在地土の上 lζ構築されるど長良H与

代の遺構は火きく A・B・C1切にわかれ，さらにAWlはA1・A20 A3の小j切に区別するとと

ができる。

Al1~1 南l而111央門SB7801とその両翼{ζとりつく回廊のty，j縁は耕作のため著しく削りと

られているが，旧焼J肢の確認が全く不可能ではない。SB7801l立東西31m，南北17.2mの抑

込み地業をお ζない，保存の良い部分では追椛検出国から 1mの深さがある。銅込み地業lζ

際しては ， 掘j~の J .l，j 縁あるいは中央部分lζ架石詰めの盲階渠をめぐらし ， 底lζ粗く栗石をな

らべる。上部は版築で拍き回め，5胞に大別できる。各回はさらに 3-4屈の絢|別が可能，

きわめて強固である。 版築松みの各辺を少し削って東西28.5m， 南北 16.8mの基位を築

成する。周囲lζ凝灰岩の散布がみられ，本来はJfl上砧基別であったらしい。北而中央lζ長

さ15.4m，幅70cmにわたって凝灰岩片があり，階段とかんがえられる。基位上而は削平さ

れ，磁石据付けの板石などはない。装組の規秘から，5間x2問， 15尺等間程度の門が想定

できる。 SC5600・SC7820 も法例築成に際して拐込みj也~をおこなっ ている。幅11m北

辺では逃椛倹出市から50-70cmの深さに版築がみとめられるが，南辺ではいくらか深い。放

策は門に比して粗雑であり ，4 -5胞にわかれるが軟質である。門の束で5m，四では4m

肉Itれた位置に門の場合と同様の古暗渠SD7807・SD7808をつく る。 SD5600の基壇上而に

は礎石据付けの架石を用いた綬石が残存する。それによれば，梁間24尺，桁行15尺となり，
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平城宮跡とその周辺の発郷調資

~1・ 2 図第75 ・ 77次調査ill椛平面図
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奈良国立文化財研究所年報

71日j分を検出した。 ただし，門への取付き部分と北ftilJ柱列の S87802 Iζ重役する部分では

柱位置を確認できなかった。梁問中央lζ築地をともなう築地回廊{ζ惣定しうるのであるが，

築地痕跡は見出せなかった。北側住列の外側， 1.5mを隔てて地槌石の抜取痕跡があり，門

と同様 Ic ]f1上郡古~}J・\~がかんがえられる。 S C5600が門lζ接する付近の拡担上而{ζ， 南北両

而の地積石据付けrlYtで結ばれる 2条の南北溝SX7814がある。脇門の胞設である可能性がつ

よい。悲也の南北縁には，業柄りrlYtを銅りさ戸大の傑を詰め，その上部[ζ も20cm前後結上げた

S D5575・SD5565・SD7811がある。 H音渠に よ る排水と悲駈化粧とを~ítねたのであろう。

北町の保存のよい部分ではSD5557の外側lζ大料-のパラスを約50cm幅で放き雨落ilYtS D7813 

をつくる。 その外IJllJは間諜なパラス敷而になって北方lζ広がる。

A2J町 南町中央P~SB7801は A 1 J聞の脱税をほぼ断製， ただ階段のl1lが 1.5mlζ鉱張して

いる。 回廊1J;.lWS C5600・SC7820 も i，~本的 lζ変化しないが ， S C5600には新lζw物 S87 

802が増築される。 S87802は門1iJ;.!:f'1の東，17mlmtれた地点から京西25.5m， 1十七It8mの随

凶で越mを北側lζ拡張してつ くられる。 桁行5悶(15尺等!HD，染問31日J(1 3尺等閑〉の京国t~r

総柱m物，京喪主1ニの 1柱を除く l羽而は揃立柱とし，I)-j r~5を磁石住とする。住侃j彰は 3 . 5 x 3 

m， 泌さ 3m ïJíj後の長方形を呈し ， 大形の柱抜JI~痕跡をともなう。 :lt lJll附ニの 1 i'(lζ住般をと

どめるが，それはi直径約75cmの九柱で，ー卜.端の木LJIζ.fUがらみを受ける械を彫り，ll;部!ζは

上下 2 段の納穴を1'1過させ ， トー J~!ζは両 IJllJから掃入した ftJ 材が絞る。本t払I!J~の対 flJ 線上 lζ角

材を配 し柱を支えたようである。なお，fìを抜取る隙{ζ 切 l析した角材が数プ〈の侃)~，ζ認めら

れる。~ミ斐;j:1の 1 i'(は他と同様に抑j杉をつくるが，上IfliからHさ70cmにわたって強回な版築

地業を施しており，磁石柱!ζ変吏されているよ

うである。 内f部1郁iで{はま 1辺 2m市前H後炎のt法j長えい礎石据

f、

;r訂r寸[をとどめる。 ζ うした住位置の状況から綾臥
の上部都造が批測される。

S B7801から SB7802にかけての北辺にはl擦

が赦詰められる。 ζの:石:J)xl立法制縁から直接は
じまり，雨落械などの施設はない。

回廊の心から20m:lt方{ζ県西iNtS D5590Aが

ある。主きにお乙なった第41次調子iIζよって，

ζのilWIζ集結する雨水は巨大な木樋附漢に4.か

れて，京市回廊外lζ排水される ζとが判明して

いる。

A31T]乙の時JtJの南町lJl央ドIJS 87801は規絞
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平城Ê!:幼:とその周辺のぎâ~ili ，澗:&.

をやや縮少し，!Ui!!I27.2m，南北16.4mの1Ji.iiiとなる。!日|廊SC5600・SC7820と楼h[(¥ffi物

S B7802は存続。 しかし，ffi物の北)jをめぐる際政はl手さ20cm程度の砂質土で立li立てられ，

その上{ζパラスを ![JX く。また p~ ・ l旦|山北 l:y" (の外縁にや大の礁を一列lζ ~lf，:べ ， その内側50cmの

幅で大粒のパラスを放いた雨溶械をめぐらしている。雨?皆:i，Y?はl'リの北町階段の両端付近で北

上し，S D5590B'ζ1'1・ぐ。SD5590BはA2JtJの椛を拡慌したものである。

I"Jの北UlJ階段の制で北進する純Ullのパラスは比較的大形で，'.1' il~1J総から 7 m東寄りにl十~:It

i，\~ S D7760があり . .1七jJJjする道路とバ~fJllJ i，Y，:であろう 。

BJtJ との1I•'iWHζ印する泣椛はブt J1: J! 1豆内 lζ はι在しない。

CJtJ J1iil立位五.ll物 2，柵 lがζのII.'ijDHζ属する。'11!!~IJ線上lζ {立[位する京凶お11組物 S B 7803 

は，バlと半分しか検IL¥しなかったが，村ifj' 7 問 ， 梁H日 41J1Jの腕肢が且!定できる。往 H日は I~l の間

が12尺と11;く，他は10尺である。内の位痕跡を欠くが，おそ らく 511日x211日の踏石による身

舎が存在したのであろう。 またね;[I'r.ii"，!の)，'，j凶l乙3.5mJiij後の間隔をおいて小穴があり，足jぷ

m住穴とかんがえられる。

S B7803の北~I'JIζ点目)]向 !ζ のびる小中t火の羽111S A 7815がある。tUI¥]17尺で・1011¥1分検出し

たが，まだ東西Iζのびるようである。SA7815の北 7mを断てて払liJf.1:Ul物 SB7753があ

る。 乙れは 2問x211¥]， 6尺等聞の小j孟である。

i立物 造営jJijの旧i也I(liからは.61)1:紀から8W紀TJJIiJilζ主る土日持制)'，・が発凡され，悠j也j
や)H.1土{ζは植愉)'，.が浪人していた。

A3 JTHζ出絶する SD5590Bやそれ以前のパラス放にはおびただしく瓦)'，ーが取引し，市I(，i

の十時築物のJだ絶状似をとどめている。SB7802の枚依ll!(般財iからは灰などに従って瓦 ・土保

.木山 ・本仰などがiL¥土した。

HJX，の火;級からすれば，判丸瓦では6284・6304型式がそれぞれ46.396と26.196を山め，!iq 

:iliECでは6664烈式が64.396をr'iめている。この状況はr.rS69・72・75次制汽とは級相を災にす

るものである。

土(l'li(.~ ・ ~J.i志保では天平;;.k/rl:. よ りもやや泌れる技法を示している。また ， S B7802の柱抜

]削~il~、からは ， m代lJ\j lyjj也方でつくられたらしいH行総褐色柄Iiを胞す向日~)'，.が IL\土している 。

本総として ， 人形 ・ )~代 ・ 111 1物 ・ しゃもじなどがある 。 そのうち脱をかたどった形代や秘

)~の児子をあらわす人形は珍らしいものである。

木市lは総数243点11'1土 した。多くはi!，ti川M(ζ/jj}J孫するf!.¥i二1:(ζi刻するもので，門の1.1.¥入を政制

したs記録のようである。また「大J;役J.r御輿人Jなどこの区域の性物をうかがいうるものも
ある。作紀のある木前jも出土しており，それによるとノ、判oJ宝5年正月の記録trlが'1'心のよ

うである。 乙の*r，Tjから A3JþJの Ij五絶が753 1，刊ζ jjJ:い1I•'i/J.にある乙とがわかる 。

以上のような第77次の発抑制filζよって，乙の区域{ζは.AJTJとCJllJの逃怖があり .B JUJ 

の辿椛がない乙とがJYJらかになった。CJDJのj立併で・ある SB7803は奈良11年代3kJIJJから平安I!!i
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代初JUJに属する乙の区域の中心的な挫物であり，

それ以前には主要な殿舎は存在しない。そうした

乙とから従来の第 I次内装 ・プ王様股区域のかんが

え方は越本的iζ改めねばならないであろう。

ここで，今回の調査や過去の調査の成果!ζ もと

づき，推定第1次内装および大極殿地域の，現段

階でのlI!jJ別別の配置闘係を概括してみると第5図

のようになる。

すなわちA期は膝原宮から;選者11した当初jの時期

からはじまる。この地域は東西600尺，南北 1080

尺の長方形の平i山ζ区間され，外J，司lζ回廊をめぐ

らす。南町中央{乙は門SB7801をおき，南北長を

3分する故後方の幅360尺の一回iを台状{ζっくり ，

そこに巨大なSB7200を小心とする挫物ì!i;を椛~~したよう である。雄物1昨と南田中央門との

I/fjlζは一時的なえt物は存在するが，iJi木的iζは広場であった。後方のたt物別区ではmi後2小

1UJの区別が可能であり，市Ifliでは3小JUJIζわかっζ とができる。 とくに市而ではA2l町に楼

第5図 t佐定第l次内袋 ・大極殿舎変i廷図
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平城'f~;跡とその周辺の発品目配E

風建物SB7802を増築し，乙の地域の

偉卸を摺加している。AJ町の終末は山

土木聞によって， 天平勝宝5・6年

(753・754)にかんがえられる。

BJ町lζは，A JVJの 1 '~~ l(lil!ïl JDgが 350尺

後退し，約 600尺lLg方の正方i豆Illiilζ築

地をめぐらす。 1111MI線上の市!日!と門S

B7750Aを聞くョ後方の台状区は1日而

lこ拡強され，S B7150を'1:1心にその脇

{ζ数械の建物を配する。それらは10尺

方l恨の計 lillW~ 1Cもとづいて辿設された

ものである。 ζの時期も前後 210Jの小川JIこ区日IJできるが，その下|阪は11¥二仁の土保 ・瓦なと、か

ら宝1:(1末年 (780)!ζおかれる。

C1liJ にはBJ聞の築地を踏襲するが， 1付郎の般会配 ;il'，~はまった く B JDJ と総相を異!とする 。 す

なわち，後方の0l物]洋はいわゆる内災のえ11物配iu'lこ改変され，1-141日j外{ζは日IJ日の他物(大級

殿?)をつくる。 乙のH寺JlïJ の下限(ま 11\ こじの土器から弘仁ぶ . k長初年 (82 ~:手掛) ，ζかんがえ

られ，桓武帝 ・平城上皇の内裏とかんがえられる。

77次発抑制査地区の泣術~ iJlU は ， ヘ リコ プタ ー による定 1 1 1 御影でおこなった。 こ の淵 ftJ也

区の性絡上，各Jl'!iのj立椛を記録するため，調ffWJ/lJ]をi!1lじて，31亘|のJi，i;j診とバルーンによる

撮影を 1回お乙なった。旅路縮尺はHoo，Hoo， .!-500とし， 1刻化納尺は~50 ， てう;l~:j ~~R 間隔は

5 cmとした。

fH 6図 ヘリコ プクーによる写真測量
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奈良国立文化財研究所年報

法華寺境内 〈第79-2・10次調査〉

境内における茶室，茶庭築造lζともなう事前調査!として，春と秋の 2回にわけで実施し

た。調査地は現本堂と東方の通称 “唐風呂"との聞にあり，西 ・南を築地塀で固まれた空地

である。調査では，建物4，椛2，土墳，小穴多数を検出した。このうち建物辿椛は奈良時

代に属 し，!ilj.，土墳などは中世，近世のものである。また，建物逃構iζ閲しては規模不明の

部分があるが，重複状況から木地域には3JTlにわたる挫て替えが認められた。

I期lζは，梁間4間，桁行6間以上の東西棟掘立柱建物がある。柱聞は梁間2.7m弱，桁

行 3m弱の等聞で，それぞれ天平尺の9尺 ・10尺に相当する。なお，検出した西端柱聞の棟

通りから1尺南側にずれた位置に，床束の柱痕跡を認めており，床張りのある殿舎風雄物と

考えられる。本立~物の~!端を確認するために ， 吏 lζ 2 聞東寄 りに小 卜 レン チを設けたが， 後

1I1の撹乱が著しく ，柱穴の確認はできなかったυ

rrJ切には，梁間3問，桁行4間以上の東西松H町立柱建物がある。柱間寸法は梁間2.7m等

間 ， 桁行3.0m ~在日である 。

IIIJTHζは，梁間4問，桁行7聞の東西棟建物があ り，桁行柱通り7聞のうち東寄り5問分

を検出した。柱聞は梁間2.7m等間，桁間3.0m等間である。本建物は礎石と』足立柱を併用し

た特殊な総造ーをしている。すなわち，南北側柱列のlt央4本を姉立柱とし，他を礎石廷!とす

るものである。倣石維の箇所には河原石を円形lζ政きならべたおl石が成存し，倒立柱の筒i!fr

には径60cmの柱般を検出した。なお，銅lL柱郎分は後lζすべて礎石lζ取り替えられている。

以上のほかに， 発計m区南端で東西方向の柱列(柱問2.7m)を2間分検出した。いずれの建

物とも柱筋はそろわず，11年!TJ・規牧ともに不明である。 ζれらの建物のうちE期の建物につ

いては，現本堂下の建物および本堂前の組物(1952年本堂解体修型it!jの発見逃桃〉の二棟が，磁

石と掘立柱を併用している乙とと一致し，;規~~~も等しい。おそらく ζ れらと同一時期のもの

第 7図 法当Eミ5・邸内発銅治構配i~l図
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とみて間~いないであろう 。 また 1 • 

n J切の抑立柱建物は ， ミ5以前の長~物 ，

すなわちj除原不比等邸iζ|剥連した辿緋

と考えられる。なお，現木堂は法華寺

伽I~の推定中 q\ll*海上 lζ あるが ， 今回検

出の各主主物は:fH~定南北小路の心上にあ

る。先述の版発見逃械とあわせて，そ

の性絡を考えなければならないが，現

在のと ζ ろこれに対する約制的な資料

はなく ，旧境内lζ対する今後の対処lζ

待つと乙ろが多い。



弓Z城宮跡とその周辺の発侃剥査

第81i:<1法務寺周辺図

阿弥陀浄土院跡 (第80次調査〉

今回の発掘調査は，法書n;!I'南ブjの/1<1]一帯

が宅地化されつつある情勢の巾で，-'p:城宮東

!佐助、!と隣接し，阿弥陀浄土院跡として知られ

る乙のi也械の保存が，差し辿った問題となっ

たため，笑施したものである。調査地は，平

城京左京二条ごJ)j十坪の西北叫にあたる一枚

の水UJである。調査J也の京市聞から約20mの

と乙ろに，阿体Wt::i'ff土院の庭石といわれる花

胤岩の]'r.石ーがある。

i立桃[ifi(株高約61rn)は，TtTJili上にあ り，そ

のli.U日となる粘土胞には，自然71くや木業サ:の

有機質が多く包合され，元米，軟弱なl也縦で

あったと思われる。水聞と化した現在でも，

地元の人は，その秋山さを称して “i厄江1"と

日子んでいる。 しかし，こうした立地条件にも

かかわらず，J立構の(~~存状態は良好であっ

た。

調査によって検山した辿椛は ， (J\物 7 ・ 相I~

2・出6・よ狐f3 ・ 特~~(迫柿 2 である 。 乙れ

らの迫椛の所属jlljJtJは，ノ¥きく A・B・Cの311!iJUHζ分け得る。A.8jTJは奈良川代，CJVJ 

は平安lI'f代ないし中世で，A・8両JlJJ(こ属するものが大多数を，Iiめる。

AJ切には建物4・抑f1・桃4がある。検IJ¥した 4お11の建物は， すべて京Jlli械の~物であ

る。 ffi:J'f柱組物S8832は， ヌミ間 31 ~JJで ， i山I[IJ斐柱と.lt(JIIJ位 11m分を検山した。梁11日・桁行

ともに10尺(天平尺，以下同じ)である。 S8833はIllijll1iの布:j川t他物で， 村j1j'3 m]j士を検出

した。桁行は10尺，梁聞は 6尺である。SB834はSB833tとほぼ柱筋を揃えて， I判!ζ、，lt行し

て総てられた両腐の抑止柱Bl物である。 3間検出し，N'i2ダIJは，ヨ{柱をのぞき後111の破壊を
うけている。SB835は2間x2間の倒立住建物で，桁行が10尺，~~問が 7 尺である。 なお ，

i!!3斐lζ住jffiりを揃えたl旬。北MIIfS A837がある。 ζのほか，いくつかの住火1洋を検出したが，

辿物と確認できるものはない。椛SD841・842・843・844はいずれも来四滞で，同 じような

規松(師0.3rn.深さO.lrn)をもち， 8~9 1ll 間耐をおいて平行にどっている。

BJTJIζは， 束回転R!述物3・柵 1・特妹辿.Mi1がある。 SB831は5問x2問の総柱の抗日1

jf.柱娃物と考えられるが，J七イJliJ2 9lJの住穴は，3回以上の?ill結えを示すi]J'後がみられるのに

対し，南(WJ列には旦複がない。むしろ，5問x1 問のjÇt/ !)}風の辿物の南側 lζ ，あるiI寺j~l ， J剥
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奈良国立文化財ー研究所年報

が取り付けられたと理解したほうが妥当であろう。梁間 ・桁行ともに10尺の建物である。こ

の建物の南)而lζは，柱通りを揃えた東西村11S A836がある。SB846は梁間3聞の抑立柱建物

である。西安柱のみで，大半は発掘区外にのびている。柱聞は 6尺である。 SB850は創建

時には掘立柱建物であったものをのちに礎石建物に替えている。 一辺 1.5mほどの蜘形をも

ち，軟弱な地維に対処するための沈下止めの仕事が施とされている。それは掘形の底に，

角材〈方O.lm，長さ約1.2m)の桁を二木平行してならべ，クサピ状lζ削り出した板材(厚さ 5

cm)を， 桁の外iuiから打ち込んで， 水平を調節し， その上lζ柱を立てたものである 。桁iζ

は，柱の当り痕跡が践っている。乙れらの根がらみの材は，建物の廃材を転用したもので，

納穴をもつものや， r甲白来四間十一市」 と墨古きしたものがみられる。 ζのほか，南北
!と長い土墳状(長さ 8m，師4m，深さO.5m)の中央をさらに掘りくぽめ， その壁面の一部を

石組みし，建築用材をはめ乙んだ逃憐SX851を検出した。 その南端からは，'lf~. lζ湧水があ

り，71<汲み:図的な性格をもっ施設であろう。

C1DJIζは，i時2・土墳3・特殊迫椛 lがある。併は，発御区の北端と西端lζそって，東西

ilYt S D845と南北椛SD840が検出された。両者は直交せず，南北浦が東西椛の手iIIJで西lζ1111

がることが断imより観察できる。椛の埋立巾lζは，主として平安時代の造物を含むが，この

iiWは奈良|匂代から存在していた可能性もある。南北総は，平城宮東院東面大垣心から東36.9

W9図 阿弥陀浄土院跡発郊iill.fIYi平面図
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mのところにあり，従来惣定している

道路隅12丈をみとめると，東築地の{立

;むにあたる 。東l~ñYt は ， 平城宮東院南ffiï

k垣から:1七105.6mのと ζ ろにあり ，訟

輩寺市大門前東西小路の I~]j肩の位向に

あたる。

土i績はSB833の市側lζSK849，そ

の凶{JlIJIC S K847，および東南隅{ζSK

848の3ケ所があ り，いずれも平安時代

以降のものである。このほか，特殊な

迫椛として， S B831の廃絶後lζ作ら

れた，事F瓦およびI専を敷きつめた方形

の追川〈一辺2m，深さO.2m)がある。

どのような機能を持っていたか不明で

ある。

今回出土した辿物の多くは，S K84 

7， S D840・845，S X852の埋土巾と

辺情上回からである。瓦類は，奈良IIfJ代



平城?を;跡とその周辺の発掘調奇

第10図 阿弥陀浄土|旋跡発畑区金氏

.1&半のものが多く ，平城宮1M， . 

法歌手J"でみられる車|プL瓦6282と

軒平瓦6721の組合せのほか，い

くつかの新型式の瓦も出土して

いる。 その他，少 5.ではある

が，紋柄hの丸瓦 ・時などが山土

している。土日日は日:的(ζ少な

く，ICi*. ，¥11，色土総 ・須恵鳩な

どがある。木製l日は，湿地でも

あり ，保存がよく ，山物 ・折9Jx・杓子 ・伶 .II位取り月]と考えられる泌阪なとが山土した。木
町は，削りくずなどとともに 4点の断nーが出土した。なお，発{日i区北方約20mの地点で，調
査周辺校埋設の I~~(ζ ， 坊間大路の来fJllJi，\'t のJiH土にあたると ζ ろから ， (表)，ttl'宮官縫殿11¥米
率三1， 宿新民J (五五)，:ii1tn件 五月 tl')~ 卜l 舎人他後小東人」という木聞が出土 している。

阿'J'{j;Wとt'fr土l涜は，天平宝字三年 (759) 光 IY J 去百ーによ って発願されたぐ'J'I~じである。阿弥陀

浄土院に|燐筏する法草寺が，それ以iiij，jj~jボ不比~~ の邸宅であ ったように ， 乙の地域にも ，

前身のえ~物が作在した乙 とが推定される。今回 ， 検出 した奈良川代の辿併には ， 阿弥陀f-fr :士

I;;'eの辿椛と，その前身建物の辿怖とが煎観している 'fJ能性があり，絶対年代を判別する必要

があろう 。 現状では ， それを~iEI列する砧，白川I<J な資料は得られないが， いちおう ， 先lζ 大月IJ し

たAJ切を前身辿物の1I.'fjOJ， B J~Jを阿弥陀浄土It'éの ; I'jJtjlζ:IltAEしたい。

今回は，阿弥陀ゆ土院が己iめていた万一IIIJ

の，1&北!判をわずかに発抑したにすぎず，今

後 ， 淵ftを-ßょ進め ， 行e土院全1;~.:の存在を IY-J ら

かにする必要があろう。 金2止については，r.日

山敏93氏の研究がある。福山氏は， " .:倉院火~-II} 

のうち，阿弥陀i'ft::L院の造営(ζ|却すると必-えら

れる文』を枠制に検討し，胞主，造営資料，逃

営1;.t' J ~者 ， 造営 JDJII\J， 経世について考然してい

る 。 ζ うした，む l比からも ， 今後 ， 発~kli による実

証的実づけがTf!:!a!な，i-~~:l置といえよう。
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奈良国立文化財

中山瓦窯 CZi179-5次調査)

調査の発端は，巾山町1345務地において，土地

所有者が自宅の庭J也挫折ii工事をお乙なっていたと

乙ろ，3誌の鋭;{本の一郎にかかり，多iil:の瓦を山

土したととから，述絡をうけ，5月初旬K応急の

調査を実』をした。ltl山IIIJ一帯は1961年の分布調子f.

で平城宮所用瓦の製作地のrt心としてあげられ，

また，西大寺所ii:去の京北班回関にみえる 「瓦!呈

毘」の位置に一致することから，その発[i!調子fを

おこなうとととなった。
第12図 中山瓦祭位置図

本絡調査では，陸地のほぼ全岐において合計10誌の窯を調査した。瓦黙は秋篠川北j字の丘

陵商斜而lζ位置し，e~!高92m の~;高級がI宇lへ眠り山した部分 IC: ， 凶向き 5iJiと雨li'Jき51Iどが

ある。この付近!とは良好な粘土の地山が拡がり，三震はおおむね ζの地山をくりぬいて作られ

ている。調行地は民家建築の際に丘陵を抑り下げて平坦にしているため，窯は天井の一郎

と，煙IL¥し以上の部分が削τlZZされていた。また，焚仁!とその前面{ζ広がっていると考えられ

る灰l京は，丘陵端を締り下げた際の土をl十Jへ地ならししているため，現地表ド3mj;_)Jニの深

さに埋没しており，調査不可能な部分もあった。庭地西側は，さらに一段低く地下げした隣

の民家とほ:しているため，凶而する窯の焚口はほとんど削りとられてしまっていた。また，

灰j京は民家の下になっているものと存えられる。

調生した瓦窯lζはそれぞれ 1-7 号までの務号を付け ， 同一場所において i~: 値するものに

はアルファベッ トを付して区別した。ただし，瓦窯番号が築造I1前序を示すものではない。

1号祭 階段をも った登吉宗である。祭休のliiJ半Nlは削平されており，焼成五の央壁寄りの

ー却を銭すのみで，現存長約2.2m，幅約1.5mである。焼成室階段Tfiilζは，半減した平瓦を

放いている。:主体内は火を受けて堅く焼きしまっており ，'Ilj'灰色を呈する。

2号:主 が'U戒を床面がほぼ水平な平窯で， 焼成主!末而 ・ ~['ßt ・ 奥崎のー却を践し ， mr-r:長
約1. 3m ， 相 1. 6m ある。床i師と名!W との境!ま Illl ïfiïをなし I Ij) J IIt，fな区岡はなし、。 (j['J!_;~ と災地は

'j:_i灰色を呈し， 竪く焼きしま っているが， 床而はお1きしまっておらず， 灰白色を呈してい

る。窯控はスサ入り粘土を塗りiF:ね，!fIIJ峨では 3巨1，奥壁では却分的な補修が認められる。

3 - A 号;;~ 1白上の 3-B号交{呆応のため匁内を発折TIしていないが，2号窯と同じJ彰式

の平:~~で ， 焼成主の一郎を波し ， .w存長約1. 3m ， 柄 1. 5mである。窯体内而はいずれも竪く

腕きしま り ， 官灰色を呈する。 (![1 1 M，'ででは A きく 2 回の補修がある。 乙の ~~内 {ζ は ， 瓦片 ・ 究

1:.ttUを含む貰褐色の*li質土を光邸し，ζの上lζ 3-B号窯を築いている。

3-B号交 B号:窯は，焼成主床I(，iのみを一郎とどめ，床而はほぼ/1<平であるが，:!l:!: l:，~ノj

向 lζわずかに高くな っ ている 。 2 号~ ・ 3 - A号吉宗と閉じj彰式の平窯であろう 。
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4-A号窯 階段をもっ主主祭である。4-8号窓椛築lと隙して紫休の後半部を1政抜してい

る。階段は奥壁から 8段目まで検出したが，それ以下は敷地外へはみだすため未調査である。

現存長約2.7m.幅約1.5mである。階段上回には平瓦の凸市iを上にして敷いている部分もあ

る。階段は竪く焼きしまり .W_灰色または苛灰色を呈している。スサ入り粘土による補修は

数回におよび.{JlIJ ~.!が厚くなっている 。 後 lζ焼成主の階段を奥盟から 3 段分縮めている。

4 - 8号~ A号三去を廃楽した後(ζ築いている。階段を持たない投窯である。奥肢と天井

部のすべてを欠き ， 焚口 ， 燃焼~ . 1J't:成主の下!立郎を践している。現存長約4.1m.幅1.5m

である。後lζ燃焼室を短くし，焼成室を長く改築して(.、る。

5号窯 階段を持たない登;窯宍である。i辿il立1九4存字状況はゴ訓非!ドコ7泊i

lκζ， 焚焚.口からi燃t然4焼部lにζかlけすての天チ升井J十ニを一白郎f官1五必銭!足;している。 令長は，約6.1m. 幅約2，2mであ

る。窯休よりひとまわり大きく地山を侃り収ったのち，日午し煉瓦を毛!iみ上げて窯休を築い

ている。燃焼室と焼成主の一郎iζは，さらにその上lζスサ入り粘土を盤って仕上げている。

臼干し煉瓦の大きさは一定ではないが， 幅約20cm. 長さ約40cm. )享さ約15cmの直方休であ

る。焼成室床而lとは，主事hIζ直交する方向で ， 約30cm間 I~Jllé丸瓦を連ねて腕台としている 。

奥盗中央ffll にあけられた雌道は ， 断面長ブ3・形の 2 孔を左右!と ~lÞ:べ 1 組とする 。 樫辺も日干し

煉瓦を組み合わせて作り ， その!なlúïは焼成五床i国とえ~なり ， 同じ傾斜で tl:\口 lζ続いている 。

6-A号窯 A号窯は階段をもっ笠窯である 。 6 '- 8号築構築lζ It~ し てがL成主後半部分を

失な ってお り ， 焼成室天井部と同床応lの一部を確認 したにすぎない。焚仁1. 燃焼告は ~jxt也外

であるため ， 調査できなかった。 ;w， Å:，t l}~IUiのスサ入り粘土による補修は，火きく 4回にわた

り.nllHiJ:の厚さは30cm以上にもなる。

6-8号ごま A号窯廃棄後，その上lζ築いている。 2号窯や 3号窯とは具なって，登三史的

な平窯である。焼成主.の天JI:を一部俊し，燃焼主主，銚

成室，娘道のJl1存状況もきわめて良灯ーである。現存長

約 5 ， 6m である 。 ~{;木よりひとまわ り λきく地山を{回

り込み，日干し煉瓦をすiみ上げている。焼成主床而は

奥ぽにむかつてわずかに傾斜して高く .5号紫のよう

に.25-30cm間隔に丸瓦を重ねた焼台がある。 奥~lの

床而lζ接して，!まぽ三年間隔をおいた 3ケ所{ζ煙迫ーがと

りついている。開口部はいずれも桃21cm，縦12cmの長

方形を呈するが，IjJ途で 1ケ所!とまとま り 1.1m先の

山 口 [ζ述ーする 。 この娘道H~~誌にも日干 し煉瓦を用いて

し、る。

7号窯 階段をもっ主主窯で，設に1，燃焼室，焼成去の

階段 7段と，天井の大半がEえっていた。 現存長約5.0
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t!~ 14図的l 羽瓦

m，悶1.9mである。窯休内壁をスサ入り粘

土で4回以上補修している。焼成室の|普段

は，粘土と平瓦を交互に重ねたものである。

造物は，ほとんどが灰原や窯外出乱土中の

採取による瓦であり，窯内堆fJ'I土ヰlのものは

少ない。出土瓦lζは，丸瓦，平瓦，軒丸瓦，

!l!r平瓦，鬼瓦，前l戸瓦，J1!i-および蛾羽瓦があ

る。 llf1丸瓦は 9N!39点がある。 6308型式が14点を占め，6311型式の 8点，6313型式 ・6225型

式の 5点がついで多い。

~il:平瓦は 5 純15点あるが ， 6664型式がj此も多く 6点を占めている。ほかに，瓦当面.のみで

完結し，後i引こ平瓦のつかない粁平瓦が 1点ある。恐らく見本瓦として作られたものであろ

う。鬼瓦は 31lli8点で，いずれも平城宮内から出土しているものと同型式のものである。

~Yl羽瓦は ， 4号窯の西lζJましてあった小土織から，計18点が出土した。乙れは切妻建物の

さ~:端を飾る特殊な形態の lli:F :lJL瓦で ， 王縁をもち ， 裏面 lζ は蝶羽 lζ固定するための段が作り出

しである。側面iと広端I伺の両rlii花火様を有するものと， 側ffiilζ のみ火織を有するものがあ

る。文;械はどちらもfj百行唐草文である。焼成は恐くもろい。

自主3tJ瓦を除けば，'Iコ山瓦窯1JJ土の!lrF瓦摘はすべて平域宮跡で出土した粁瓦と同型式のもの

である。とのうち，6311型式，6225型式は事11m.末年頃にまで遡りうるものであり， 6284型式

6664型式は平域宮内で和銅の紀年銘を持つ木聞と伴1.1:¥している。

今回調査 したrlコ山瓦窯lζは10it!;の瓦黛が並んでいたが，乙れらの瓦窯すべてが同H制ζ築窯

され操業していたものではなし、。祭体構造!ζも，階段をもっ登窯，階段をもたない登窯，平窯

ではあるが笠窯的要素をもつもの ， 平窯等の相J♀がみられる。 10tÎ~のすべてについて築造順

序を明らかにするととはできないが，-ï1l彼 i幻係や~体構造 ， 瓦窯相互の位前:関係などから ， 階

段をもっ登窯が品も古く ，ついで階段をもたない登窯と登窯的な平窯の}r瓜lζ築かれたと考え

られる。すなわち， 1号窯，4-A号窯，6--A号窯，7 号三震がhl も古く，ついで 4 - 8 号?~，

6-8号窯が作られている。5号・2奈は，瓦窯

の位置関係から，4-A号交や 6-A号窯と

の併存もありうる。 2号窯，3号窯は'1-'[1r瓦

紫のうちではli止も新しいものであろう。

中山瓦窯全休の築;矧日¥，JtjはtL'，ヱした辿物と

くに判瓦の年代から，奈良時代iiij半JDJをrll心

とするが，日!t述のように，粁瓦の中lζは羽l銅

主j::聞にまで遡るものもあ り ， 中山瓦需の IJI~始

が奈良時代初頭にまで遡る可能性が強い。
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第16図中山瓦;主瓦~配~'Il と山土軒瓦
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平城ニュータウン予定地内遺跡

平城宮の北方lζ辿な った奈良山丘

陵の半分以上を占める約600haにわ

たって，日本伎宅公団が団地造成を

計画し，現在一部で工事が進行して

いる。乙乙は，奈良市:欽!Lr.!1I汀・f1l1熊

町と，京都府相楽JIII木i，l!111]" • r~i' ~W IIIJ 

にまたがった地域である。

今回の調査は，1964・65年にお乙

なった分布調査にもとづき，乙の造

成予定地内の追跡について， 今後の

調査および保存計画を立案するため

の予備調査として，京都府教育委員

会 ・奈良県教育委員会の依頼をうけ

て実施した。調在は，奈良rli!JlIlで1i

~rmr. 2 ケ所 ・ 須恵器紫 2 ケ所 ・ ï~ïJl'r 

2ヶIfr・造物散布地2ケ所と，京都 第17図 奈良山丘陵瓦窯配位図

j自:nl1lで古墳 1ケ所 ・散布地3ケ所をおこなった。乙れらの概要はすでに両教育委員会から出

版されているcr祭良山一平城ニ ュ- 'Jウン予定地内追跡調査紙報J1973.3.)ので，詳述するととは
j泣ける。

当丘陵内での瓦議の先制調子Eは，1970年におとなった奈良山53号窯として報告した(年報

1970~照〉 山陵瓦窯lζ続くもので ， 今回は予備調公という性絡から，吉宗体内の調資をおこな

っていないが，その成果には大きなものがあった。また須恵器窯4誌のずさ凡も，乙れまでそ

の存在する ζとが知られていなかっただけに，成果は多い。

1972年度{ζは，JDlせずして平城宮所FHliの瓦祭訴を 3ケ所で調丘する機会を得た。このほ

か，先の山陵瓦窯や，以J1ij!ζ調査された音如ヶ谷瓦常，必;虫!日瓦窯などご主体の 1!J-jらかな;祭を考

え合わすと，平城宮官瓦窯のm造の変i曜がおよそたどれるようになった。
まず各瓦窯ift出二|二の!lfI・瓦から，窯の使周年代をみてみると ，中山瓦窯では，宮内発掘の成

果から，'1'羽銅年間にまで逆りうる型式のものから天平年間に至る--11)'が出土し，主JZ減宮の当

初の造営iζ|刻わるもっとも古い烹であるといえよう。ついで1111凌l毛議が造ーられ，やや遅れて

~Ð; [JI~回瓦窯 ， さらに押熊瓦窯が造られている。 幸tdlll ケ谷瓦吉宗や似I~瓦窯は乙れらに説くもの

で，奈良時代末出lζ位[泣づけられる。

構造的lζ は ， 奈良山の 1'L~~は ， 大きく登窯から平窯へという変 i揺をたどり ， さらに平窯

は，間口l乙比 して奥行きの深い焼成宅から，逆iこ奥行きよりも間口が広くなる平市形へと折1:
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tfl 1 8 図引I'fI~瓦窯C1ë) ・ ~fx ~!!商瓦窯( 釘〉五:~tlI己目図

m19医政調2西瓦;:~ " 号~焚口

移し，'欽TIi!I1窯にみられるようなロストル式、jZ'，支が光成する。

ζ のように奈良山丘陵[ζ点在する瓦;認の it!j 長は ， 奈 l~II ，lf 代を;w じて ， 、ri'tJX宮および京1)サミ与
院の造営 !ζ大きくかかわり ， 官の瓦;誌としてそれをt~U名づけるものである。 乙れらの瓦紫野

~11立のI!!J líリを j島求することと ， 名窯の保存が今後の大きな t出j泊である 。 (吉岡恵ニ ・ |河本来三)
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